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［要約］ 

本研究は、支援者支援に焦点を当てた上で、①地域課題を継続的に解決するための体制や方法、②その中

での大学の役割を提示することを目的とする。初年度は、セミナー及び意見交換会を定期開催し、①支援ニー

ズ／支援者の活動実態の把握、②ヒアリングを通じた課題抽出を試みた。その結果、①子どもを支援するた

めには、家族を含めた包括的かつ継続的な支援体制が必要であること、②①の実現には、多様な分野・領域

・レイヤーの支援者ネットワークが必要であること、③直接支援者だけでなく、寄り添い型支援を行う間接

的支援者も必要であること、④セミナー等を活用した方法は、支援ニーズや支援者の活動実態を把握する手

段として有用であることなどがわかった。 
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１．研究の背景 

地域課題が多様化・複合化するなか、「多様な関

係者（以下、支援者）を交えながら、地域レベルで

課題解決を図っていく力（＝地域課題解決力）の強

化」が現在求められている。こうした活動を促すべ

く、国は、「分野・領域を超えた地域づくりの担い

手が出会い、更なる展開を生むための場（プラット

フォーム）を活用した展開（図1参照）」を推奨して

いるが、まだ提案段階であり、これを実現していく

ためには、展開方法や必要な体制・機能を明確にす

る必要がある。 

 

２．目的 

地域課題を解決していくためには、支援を必要と

する人（以下、要支援者）の支援ニーズを把握し、

かつ、支援を行う支援者（以下、直接支援者）が重

要な役割を担うことになる。また、直接支援者だけ

では対応できない部分があるため、直接支援者をサ

ポートする支援者（以下、間接支援者）の役割も重

要となる（本稿では、直接支援者と間接支援者を併

せて支援者と定義する）。 

 
図１ プラットフォームを活用した地域共生に資す

る活動の推進のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出所）厚生労働省資料より引用    
https://www.mhlw.go.jp/content/12600000/000553624.pdf 
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そこで、本研究では「支援者支援」に焦点を当て

た上で、 ①地域課題を継続的に解決するための体制

や方法は何か、②その中で、大学としてどのような

役割を担うことができるのか（人材育成等）に対す

る一つの答えを、全県及びモデル市レベルでの試行

を通じて提示することにある。 

 

３．方法 

１）セミナーを活用した支援ニーズ・課題の把握 

地域課題を解決するためには、①要支援者の支援

ニーズを知る、②直接支援者による支援の実態や支

援・運営上の課題を知る、③課題解決に必要な支援

要素を細分化する、④多様な支援者と共に、細分化

された支援要素の担い手を決定する、⑤各々に割り

当てられた役割を実行し、進捗状況をモニタリング

する、⑥モニタリング結果に応じて、取組内容や方

法を見直すといったマネジメントを展開する必要が

あるが、そのためには、まず、支援ニーズや支援の

実態等を把握するための「場」、対策を検討するた

めの「場」を用意する必要がある。 

そこで、既存の枠組み（地域包括ケア推進セミナー）

を活用して、多様な分野・領域の支援者を招いたセ

ミナーを定期開催し、支援ニーズと課題の把握を

行った（表1）。また、セミナー終了後、講演者と意

見交換を実施し、課題の抽出と具体化を図った。 

 

表１ 定期セミナーの講演内容の一例 
日 講演タイトル 講演者 
4/9 フードバンク埼玉の

活動報告 
永田信雄氏(フードバン
ク埼玉) 

本業を通じた地域貢
献の取り組みについ

て 

強矢健太郎氏(㈱イトー
ヨーカドー経営企画室) 

4/23 社会資源の有効活

用 

江原宏和氏(埼玉県環

境部 資源循環推進課) 

大宮アルディージャ

版 みんなのシン・み
つプロジェクト 

安田光志氏(大宮アル

ディージャ事業本部 社
会連携担当) 

 

２）シンポジウムを活用した地域活動の実態把握 

地域課題の解決は、最終的には市町村単位で展開

する必要がある。そこで、モデル市にてシンポジウ

ム（名称：ごちゃまぜの会）を定期開催し、多様な

支援者の活動実態の把握を試みた（図2参照）。 

 

４．結果 

１）セミナーを活用した支援ニーズ・課題の把握 

2021年の4～12月に合計16回のセミナーを開催し、

延べ878名が参加した（1回平均54.9人）。また、講

演者を交えた意見交換に、延べ493人が参加した（1

回平均30.8人）。本セミナーや意見交換を通じて、

①子どもを支援するためには、家族を含めた包括的

かつ継続的な支援体制が必要であること、②①の実

現には、多様な分野・領域・レイヤーの支援者ネッ

トワークが必要であること、③直接支援者だけでな

く、寄り添い型支援を行う間接的支援者も必要であ

ることなどがわかった。 

２）シンポジウムを活用した地域活動の実態把握 

2021年の4～12月に、シンポジウムを2回開催し、

9団体からの活動報告を受けた。第2回の参加者数は

44人であった。アンケートによる満足度調査（10段

階評価）では、約9割が8以上の評価であった。 

 

５．考察 

 地域共生社会の実現に向け、厚生労働省は、包括

的支援体制の整備を進めているが、子どもの支援で

は、「包括性」に加えて、「継続性」の観点からみ

た多様な支援者のネットワーク化と具体的なアク

ション（コラボ）を促す取組が必要であると考えた。 

 

６．結論 

 セミナーやシンポジウムを活用した方法は、支援

ニーズや支援者の活動実態を把握する手段として、

実践的かつ有用であり、支援者支援の手がかりとも

なることがわかった。 

 

７．到達度 

 初年度である本年度は、支援ニーズや支援者の活

動実態、課題の抽出を行う予定であったが、オンラ

イン会議の活用によりほぼ予定通りに進捗した。 

 

図２ シンポジウムの概要（モデル市） 
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東京法規出版、東京、144-153、2021. 

２） 公表した又は公表予定の学会発表 
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